
ヨーロッパでは、クリスマスはキリストの生誕を祝うとても

大切な行事です。

クリスマスとクリスマス前の4週間はアドヴェント(Advent)と

よばれ、各地でクリスマスのイベントがスタートします。

そのイベントの中心とも言えるのがクリスマスマーケット

です。ヨーロッパの各都市で開かれるクリスマスマーケッ

トでは広場に所狭しと立ち並ぶ露店で、小物から食べ

物まで様々なものが売られます。一番の目玉は、もちろ

んツリーのデコレーションやクリスマスグッズですが、

ソーセージやホットワインなどを売る店もたくさん現れま

す。さらに、マーケット会場には美しいイルミネーション

が光り輝き、ロマンティックな雰囲

気をかもし出します。

ドイツ東部の古都ドレスデンはドイ

ツで最も歴史の長いマーケットで

す。クリスマスマーケットは、1434

年以来の歴史を誇り、ギネスブック

にも登録されている世界一大きい

高さ14mのクリスマスピラミッド（木

製の塔の飾り）がそびえています。
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飾り付けはシンプルだった

冬休みは短いです。クリスマス、お正月と楽しい行

事は多いですからあっという間に学校が始まります。

悔いのない冬休みを送りましょう。

授業の振り替えはお早めにお願いします。

：塾は12月31日まで開けていますが自

習の時は連絡してからお越しください。一緒に頑張

りましょう。塾のお休みは1月1日から3日のみです。

早いですね、もう12月になりました。今年もクリスマ

スイベントを行います。スピードくじでプレゼントが当た

りますので参加券を切り抜いてお持ちください。

個個港学舎 舎長 八木貴子

「母さんはごてごてと飾り付けたツリーは

嫌いだった。小さなリンゴと、金色に

塗ったクルミをたくさん枝にぶら下げて、

枝の先に白い蝋燭を付けて灯した。最

後に父さんが小さな天使の人形をてっ

ぺんに飾り付けると、おばあさんの代か

ら続くクリスマスツリーの完成だった。」

これは私が小さかった頃に読んだ小説『愛の一家』（アグ

ネス・ザッパー著）に出てくる、昔のクリスマスツリーの様

子です。日本のツリーは、色々な飾りで豪奢に仕上げ

るのが定番のようですが、今から１００～２００年ほど

前の西洋のクリスマスツリーは、実にシンプルな飾り

付けだったようです。
またモミの木もプラスチック製では

なく、生のモミの木を使います。

ちなみに、西洋のクリスマスツ

リーにはプレゼントボックスの飾り

は付けません。クリスマスプレゼ

ントはツリーの根元に積み上げら

れて、２５日、クリスマスの朝が来

るまで開けるのはおあずけです。

(記事：マイコ先生)

日本でクリスマスケーキと言えば、

ショートケーキが主流ですが、ド

イツではシュトレンと言う レーズ

ンやレモンピール、ナッツなどが

たっぷり入り、重くしっとりとし甘く、

上に白い粉砂糖がかかっている

ものです。伝統あるドイツ菓子で、

薄めに切って食べますが、それ

でも一切れでお腹がいっぱいに

なるくらいなかなか濃厚です。
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